
第 11 回泌尿器抗加齢医学研究会 
 

会 期：2019 年 12 ⽉ 8 ⽇（⽇）9：30〜17：05 
会 場：⽇本橋ライフサイエンスハブ 8 階 E 会議室（東京）   
参加費：泌尿器抗加齢医学研究会 会員参加費  8,000 円 
   泌尿器抗加齢医学研究会 ⾮会員参加費  13,000 円 
 
9：30〜 開会挨拶  

堀江 重郎（順天堂⼤学⼤学院医学研究科泌尿器外科学教授） 
 
9：30〜10：20（50 分） 

セッション１『最新トピックス〜 GSM（閉経関連性器泌尿器症候群）』 
座⻑：奥井 伸雄（神奈川⻭科⼤学教授/よこすか⼥性泌尿器科・泌尿器科クリニック） 
1．閉経関連性器泌尿器症候群（GSM）の診断と治療 

演者（発表 20 分＋質疑 5 分）：奥井 伸雄（神奈川⻭科⼤学教授 /  
よこすか⼥性泌尿器科・泌尿器科クリニック） 

Genitourinary Syndrome of Menopause (GSM)は、まだ正式な⽇本語訳が存在せず、閉経関連
性器泌尿器症候群もしくは閉経関連泌尿器性器症候群と翻訳されます。以前の外陰膣萎縮や萎縮
性膣炎などの命名法では、閉経に関連する排尿の症状を把握できないことから、2013 年に国際
⼥性社会学会（ISSWSH）および北⽶閉経学会（NAMS）の⽤語コンセンサス会議より命名され
ました。低エストロゲン状態に関連する下部尿路症状と⽣殖器の症状を⽰すため、これからの泌
尿器科では重要な疾患です。 
GSM は、閉経後⼥性の 90％で臨床的に確認できます。しかし、閉経期の⼥性の約 3 分の 1 程

度しか本⼈が訴えません。これは、潜在的に多数の泌尿器科の患者がいることが⽰されています。 
診断には、Vaginal Health Index Score が有効です。これは、5 つのパラメーター（膣の弾⼒性、
膣の分泌、pH、膣の上⽪粘膜、膣の保湿状態）を評価することにより、泌尿⽣殖器の萎縮の程度
を評価するものです。そのほかに、泌尿器科で⽤いる OABSS,ICIQ-SF などが有⽤です。 
治療には、従来は⼥性ホルモン補充しかありませんでした。また、合併しやすい腹圧性尿失禁に
は TVT ⼿術などは難しく、頻尿には過活動膀胱治療薬、尿道狭窄には拡張術などが効果を呈し
ます。ここで、この数年間の進歩で、膣レーザーが⽬覚ましい報告をしており、中でも
FotonaSmooth™ SP は、カナダ保健省が GSM と SUI に承認を出しました。 
今回の講座では、GSM の診断の実際を説明したあとで、MRI の⽴場から GSM のデータ解析を

している池上先⽣（神奈川⻭科⼤学）に画像の読み⽅を講義していただきます。本公演は、神奈
川⻭科⼤学 2019 年倫理委員会に申請されたものです。 

 
２．頻尿、尿失禁、⾻盤臓器脱、⾻盤うっ滞症候群の MRI 診断 

演者（発表 20 分＋質疑 5 分）：池上 匡（神奈川⻭科⼤学画像診断科教授） 
寿命が⻑くなるにつれて、⽣命と直接関連はしないが⽣活の質を脅かす症状が増えてくることは
避けられない。泌尿器領域であれば、頻尿、尿失禁、⾻盤臓器脱、⾻盤うっ滞症候群などがその
代表であろう。頻尿ひとつを取り上げても、症状から過活動性膀胱とされる例で、画像的に他の
原因がないのか突き詰めて検討することは少ないように思われる。本講演では、画像診断の⽴場
からこれらの疾患の臨床診断に役⽴つ情報を提供したい。多くの画像診断医はこの領域について



深く検討する機会には恵まれないが、神奈川⻭科⼤学附属病院ではよこすか⼥性泌尿器科・泌尿
器科クリニックより年間 400 例以上の御紹介をいただくことができ、豊富な症例の中から興味
深い症例や典型例の提⽰と、画像診断の考え⽅を解説する予定である。MRI 撮影の準備や疾患ご
との有効な撮像法、解剖的構造に加えて、重⼒病としての膀胱瘤リスクの予測、いまだ病態が明
らかはとは⾔えない間質性膀胱炎、⾻盤底筋萎縮、⾻盤静脈うっ滞などの各疾患による特徴的所
⾒を参考としていただければ幸いである。 

  
10：20〜11：10（講演 40 分、質疑 10 分） 

特別講演『幸せとアンチエイジング』 
座⻑：堀江 重郎（順天堂⼤学⼤学院医学研究科泌尿器外科学教授） 
演者：前野 隆司（慶應義塾⼤学⼤学院システムデザイン・マネジメント研究科教授） 

幸福学（Well-Being）の基礎について述べる。また、アンチエイジングとの関係についても述
べる。幸福学とは、幸せに関する学問の総称であり、⼼理学を中⼼にしながら、幸せなモノづ
くり、コトづくり、組織づくり、街づくりなどの応⽤分野も含む。講演では、まず、幸せにつ
いての著名な研究について述べる。また、幸せには⻑続きしない幸せ（地位財を得たことによ
る幸せ）と⻑続きする幸せ（⾮地位財による幸せ）があることを述べる。次に、⾮地位財によ
る幸せのうち、⼼的要因についての因⼦分析を⾏って求めた「幸せの 4 つの因⼦」について述
べる。4 つの因⼦とは、やってみよう因⼦（⾃⼰実現と成⻑の因⼦）、ありがとう因⼦（つなが
りと感謝の因⼦）、なんとかなる因⼦（前向きと楽観の因⼦）、ありのままに因⼦（独⽴と⾃分
らしさの因⼦）である。つまり、夢や⽬標を持ち、多様な仲間と助け合い、前向きかつ⾃分ら
しく⽣きる⼈は幸せである。私たちは、それぞれの仕事や活動を通して、全ての⼈が幸せに⽣
きることのできる世界を構築すべきである。 

 
休憩（10 分） 

 
11：20〜12：10（50 分） 

セッション２『がんのアンチエイジング』 
座⻑：井⼿ 久満（獨協医科⼤学埼⽟医療センター泌尿器科准教授） 
１．⼩児・AYA 世代がん患者のアンチエイジング 

演者（発表 20 分+質疑 5 分）：三善 陽⼦（⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科⼩児科学准教授） 
がんの診断および治療法・⽀持療法の進歩により、⻑期⽣存者が年々増加している。しかしがん
の治療後には様々な健康問題の⽣じる可能性があり、内分泌異常の合併頻度が⾼い。とりわけ⼩
児および AYA（adolescent and young adults：思春期・若年成⼈）世代のがん患者にとって、妊
孕性低下は QOL に関わる重要な問題である。近年、⼩児がん経験者（childhood cancer survivor：
CCS）においてフレイルの頻度が⾼いことが注⽬されている。フレイルおよびプレフレイルは慢
性疾患や死亡率の増加に寄与する。がんサバイバーは晩期合併症のリスクを理解した上で、エイ
ジングの過程で⾃らの⾝体に起こりうる変化に対応し、疾患を回避しなければならない。がんの
治療後はフォローアップが⼤切だが、進学、就職などを契機に受診の途切れ患者が多い。⼩児科
から成⼈診療科へ円滑に移⾏（トランジション）することで⻑期フォローアップが可能となるた
め、関連診療科間の連携が喫緊の課題である。 

 
 



 ２．トークショー（25 分） 
⿇美 ゆま（アーティスト）、⿃井 ⼤吾（⾁腫サバイバー）、三善 陽⼦、井⼿ 久満 
 

休憩（10 分） 
 

12：20〜13：20 
ランチョンセミナー『加齢と排尿障害』 

共催：⽇本新薬株式会社 
座⻑：堀江 重郎（順天堂⼤学⼤学院医学研究科泌尿器外科学教授） 
１．加齢による夜間頻尿病態の新たな考察 

演者（発表 20 分＋質疑 5 分）：⿃本 ⼀匡（奈良県⽴医科⼤学泌尿器科講師） 
夜間頻尿は、⾼齢者の QOL を障害する代表的な泌尿器科疾患のひとつである。夜間頻尿の発⽣
には、夜間尿量増加、膀胱蓄尿機能障害、および睡眠障害の 3 つが複合的に関与するとされてき
た。糖尿病は、夜間尿量増加と膀胱機能障害を引き起こす。糖尿病は⾎流を障害することで｢加
齢｣を促進し、過活動膀胱を経て最終的に低活動膀胱に⾄る。糖尿病ラットにタダラフィルを経
⼝投与することで、膀胱機能は⾎流改善により低活動膀胱に傾いた状態から回復する。新たな知
⾒として、膀胱で尿が吸収されて夜間遺尿および頻尿を回避する機構が存在することが明らかに
なりつつある。動物でもヒトでも膀胱内容液がある程度吸収されることは既知の事実であるが、
⽇常的に起こっている現象なのか、そしてヒトにおいて⽣理的意義はあるのかについては検証さ
れていなかった。今回、ヒト膀胱で夜間に尿が吸収されることを⽰唆する研究結果と、夜間頻尿
の発⽣要因に｢膀胱で尿が吸収されない｣ことを加えた新たな仮説を提唱する。 

 
２．⾼⾎圧と過活動膀胱・前⽴腺肥⼤（過形成） 

演者（発表 30 分＋質疑 5 分）：⿑藤 源顕（⾼知⼤学医学部薬理学講座教授） 
⾼⾎圧症と過活動膀胱や前⽴腺肥⼤症の発症に対する関連が疑われている。⾃然発症⾼⾎圧ラッ
ト(SHR) は⽣後 12 週齢頃より⾼⾎圧を呈しまた動脈硬化が進展する事が知られており、早期に
⾎管が「⽼化」するモデルと考えることが出来る。我々は SHR が排尿筋過活動(ヒトでは過活動
膀胱に相当)や前⽴腺過形成を呈することを報告してきた。本講演では何故、⾼⾎圧に起因する動
脈硬化が過活動膀胱や前⽴腺過形成を呈するのか、薬剤によりこれらが予防できるのかを我々の
データを⽰し、解説・議論していきたい。 

 
休憩（10 分） 

 
13：30〜14：40 

セッション３『泌尿器科とアンチエイジング』 
座⻑：松本 成史（旭川医科⼤学教育研究推進センターセンター⻑・教授） 

 １．酸化ストレスと排尿障害：アンチエイジングの視点から 
   演者（発表 30 分＋質疑 5 分）：宮⽥ 康好 

（⻑崎⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科泌尿器科学准教授） 
酸化ストレスとは、「酸化⼒が抗酸化⼒を上回った状態」とされており、酸化⼒は活性酸素種に由
来し、抗酸化⼒とはこの活性酸素種を消去する機構から成り⽴っている。そして、ある種の⾷品
やサプリメントが抗酸化⼒を持つことが報告され、抗酸化物質として広く流通している。⼀⽅、



加齢に伴うミトコンドリアの機能不全は核内活性酸素の増加を招き、この酸化ストレスは最終的
に DNA の損傷を引き起こし、様々な疾患の病態と関連することが報告されている。このように、
加齢は酸化ストレスの誘因となり、その影響は排尿機能にも及ぶと考えられている。今回の講演
では、まず、酸化ストレスとは何か？について、再度知識の整理を進めていく。次に、酸化スト
レスが排尿障害の病態に与える影響について、現在までにわかっていること、現在進⾏中の研究、
さらに、今後の検討課題について解説する。そして、最後に、排尿障害の治療に⽤いられている
様々な薬剤の持つ抗酸化作⽤について、我々の研究室で得られた結果も含めて紹介する。 

 
２． 糖質制限の罠 糖質制限による効果と有害事象 

演者（発表 30 分＋質疑 5 分）：⽚岡 智哉（名古屋市⽴⼤学⼤学院医学研究科臨床薬剤学講師） 
近年のダイエットブームの中、『低インスリンダイエット』に代表される炭⽔化物制限⾷（LCD）

が流⾏している。この LCD の効果として、2 型糖尿病患者に対して⾏われた研究では、体重減
少や⾎糖値の改善が報告されており、同様の報告が多数存在する。⼀⽅、スウェーデンで 4 万⼈
以上を対象に⾏われた研究では、LCD を摂取していたグループで⼼⾎管疾患の発症リスクを⾼
めることも報告されている。 
私たちはラットに対して 4 週間 LCD を摂取させたところ、勃起機能が低下する可能性を報告し

た。LCD を摂取したラットでは、男性ホルモンの低下や神経型⼀酸化窒素合成酵素（nNOS）発
現の低下が観察され、LCD により何らかの神経損傷を引き起こす可能性が⽰唆される。 
カロリー制限により、⽼化抑制因⼦であるサーチュイン遺伝⼦を増加させることが報告され、

適正な⾷事により、アンチエイジング効果をもたらすことは広く知られている。本講演では、糖
質制限による効果と有害事象に関する論⽂を紹介し、糖質制限の罠について議論したい。 

 
休憩（10 分） 

 
14：50〜16：20 

セッション４『遺伝⼦とアンチエイジング』 
座⻑：⼤⼭ ⼒（弘前⼤学⼤学院医学研究科泌尿器科学講座教授） 
１．⽇本列島⼈（ヤポネシア⼈）のゲノム史 

演者（発表 35 分＋質疑 5 分）：斎藤 成也（⼤学共同利⽤機関法情報・システム研究機構国⽴ 
遺伝学研究所集団遺伝研究室 教授） 

⽇本列島に住んできた⼈々をヤポネシア⼈と呼びます。およそ４万年ほど前に、ユーラシア⼤陸
のどこかからこの島々に移り住み、１６０００年前以降には、縄⽂時代となりました。この⼈々
が第⼀次渡来⺠です。⼤陸での⽔⽥稲作の拡⼤とともに、稲作農耕⺠が爆発的に⼈⼝増加をおこ
しました。⼤陸沿岸の漁業を中⼼としていた「海の⺠」が圧迫されて、約４５００年前以降に⽇
本列島に移り住んできました。第⼆次渡来⺠のかれらは採集狩猟⺠でしたが、それまでヤポネシ
アに住んできた先住⺠とは、遺伝的にかなり異なっていました。約３０００年前以降に、⽔⽥稲
作を九州北部をヤポネシアもたらしたのが第三次渡来⺠です。このような流れで⽇本列島の⼈々
が形成されていったという説が「三段階渡来説」です。この仮説は、２回の渡来でヤポネシア⼈
の成⽴を説明する「⼆重構造モデル」を修正した三重構造モデルだと考えることができます。第
⼆次渡来⺠と第三次渡来⺠が遺伝的に近縁なので、かつては区別できなかったのですが、膨⼤な
ゲノムデータによって区別でき、地域差も⾒えつつあります。 

 



2．ヒトゲノムのダークマターへの理解へ 
演者（発表 35 分＋質疑 5 分）：相澤 康則（東京⼯業⼤学⼤学院⽣命理⼯学院准教授） 

ヒトゲノムのなかで、タンパク質遺伝⼦に相当する部分はわずか 1-2%であり、遺伝⼦をコード
していないゲノム領域（⾮コード領域）が⼤部分を占めています。ヒトゲノム配列の解読が完了
して 15 年以上が経ちますが、前者の遺伝⼦領域と⽐較して、広⼤な後者の⾮コード領域の機能
性に関する理解はあまり進んでいません。ヒト以外の⾼等⽣物のゲノムにおける⾮コード領域へ
の理解も同様の状況です。そのため、この⾮コードゲノム領域は”ダークマター（暗⿊物質）”と
呼ばれることがあります。 
我々のグループでは、「⾮コードゲノム領域には、まだ⾒ぬ”ゲノムの本質”がある」と信じ、ヒト
ゲノムの⾮コード領域を構成するイントロン、レトロトランスポゾン、mRNA 上の⾮翻訳領域の
必要性を調べてきました。そしてその結果、⾮コード領域には、これまでのゲノム科学が⾒逃し
ていた役割が⾒えつつあります。本講演ではこれらの成果をご紹介いたします。本講演をきっか
けに、聴衆の皆様がヒトゲノム研究へのロマンを感じていただけましたら嬉しいです。 

 
３．アンチエイジングゲノム 

演者（発表 10 分）：堀江 重郎（順天堂⼤学⼤学院医学研究科泌尿器外科学教授） 
ゲノム情報はアンチエイジングに極めて重要です  
抗加齢医学会のアンチエイジング・ゲノム活動についてお知らせいたします 

 
16：20〜17：00（講演 40 分） 

セッション５『男性医学 2020 男性のエストロゲン、⼥性のテストステロン』 
演者：堀江 重郎（順天堂⼤学⼤学院医学研究科泌尿器外科学教授） 

ジュリアス・フィンク（順天堂⼤学⼤学院医学研究科泌尿器外科学） 
 

17：00〜 閉会挨拶 


